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主 
な 
内 
容 

価値ある

「安心・空間・環境」

を創造する

第72号

売
上
が
伸
び
な
い
、
利

益
が
減
っ
た
、「
モ
ノ
」

が
売
れ
な
い
等
、
自
己
の

営
業
、
会
社
の
業
績
不
振

を
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題

に
よ
る
景
気
低
迷
、少
子
・

高
齢
・
人
口
減
に
よ
る
市

場
縮
小
、
あ
げ
く
の
は
て

は
「
政
治
が
悪
い
」
等
、

何
か
に
つ
け
て
外
部
環
境

の
責
任
に
し
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

だ
め
な
理
由
や
出
来
な

い
理
由
は
い
く
ら
で
も
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
肝
心
な
こ
と
は
、
だ

め
な
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

し
て
改
善
し
、「
で
き
る
」

と
い
う
建
設
的
な
方
策
を

考
え
出
す
こ
と
で
す
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の

う
ち
、
Ｐ
（
プ
ラ
ン
＝
計

画
）、
Ｄ
（
ド
ゥ
＝
実
行
）

ま
で
は
誰
も
が
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｃ
（
チ
ェ
ッ
ク

＝
評
価
）
を
経
て
Ａ
（
ア

ク
ト
＝
改
善
）
に
移
れ
る

人
が
意
外
に
少
な
い
の
で

す
。
き
ち
ん
と
反
省
し
評

価
を
し
な
け
れ
ば
改
善
で

き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
今
ま
さ
に
、
建

設
業
倒
産
が
相
次
ぎ
、
ま

た
金
融
危
機
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
こ
の
時
こ
そ
、
経

営
者
は
冷
静
に
物
事
を
考

え
、
判
断
し
、
こ
の
危
機

を
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
こ
と
を
実
現
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
様
に
、
我
々
住
宅
業

界
に
お
い
て
も
、
着
工
棟

数
減
少
の
中
、
既
存
住
宅

の
再
生
活
用
、
い
わ
ゆ
る

再
活
を
強
化
す
る
時
だ
と

考
え
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
客
、
一
般
客
へ
の

ア
フ
タ
ー
訪
問
、
そ
こ
よ

り
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
キ

ャ
ッ
チ
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
受
注
、
建
て
替
え
・

新
築
受
注
、
紹
介
と
い
う

流
れ
を
構
築
す
る
事
が
将

来
を
見
据
え
た
経
営
、
す

な
わ
ち「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

だ
と
感
じ
ま
す
。

長
期
優
良
住
宅
建
設
推

進
が
本
格
化
す
る
な
か
、

維
持
管
理
す
る
ア
フ
タ
ー

は
と
て
も
重
要
な
要
素
で

す
。
私
た
ち
躍
進
を
み
な

さ
ま
の
ア
フ
タ
ー
部
門
と

し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
れ

ば
幸
い
で
す
。

二
面　
　

躍
進
の
Ａ
Ｒ
で
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
と

　
　
　

差
別
化
を
図
る

三
面　

超
長
期
住
宅
モ
デ
ル
事
業
第
２
回
発
表

四
面　

専
門
家
の
利
用
こ
そ
が
最
良
の
手
法

㈱
躍
　
進

代
表
取
締
役
　

笠
井
輝
夫

新

第
二
十
四
回

 「
太
陽
光
発
電
」

　
　
　
　
　
　

オ
ー
ル
電
化

二
〇
〇
五
年
二
月
十
六
日

に
京
都
議
定
書
が
発
効
さ

れ
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
議

定
書
で
定
め
ら
れ
た
削
減
目

標
の
第
一
約
束
期
間
に
入
り

ま
し
た
。「
チ
ー
ム
・
マ
イ

ナ
ス
六
％
」
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
我
が
国
は
一
九
九

〇
年
に
比
べ
て
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
六
％
削
減
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
超
長
期
住
宅
先

導
的
モ
デ
ル
事
業
や
長
期
優

良
住
宅
、
い
わ
ゆ
る
「
二
〇

〇
年
住
宅
」
施
策
が
本
格
化

し
て
い
く
中
、
CO2
を
極
力
排

出
し
な
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

リ
ユ
ー
ス
、
リ
デ
ュ
ー
ス
を

当
た
り
前
の
よ
う
に
行
う
エ

コ
住
宅
に
住
む
こ
と
を
ス
テ

イ
タ
ス
に
思
う
人
た
ち
が
増

え
、
こ
こ
二
、
三
年
の
間
に
、

お
客
さ
ん
の
エ
コ
意
識
も
高

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
改
め
て
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、
太
陽
光
発

電
を
取
り
入
れ
た
オ
ー
ル
電

化
住
宅
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ル
電
化

住
宅
は
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
導
入
か
ら
始
ま
る

も
の
の
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
止

ま
り
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
エ
コ

意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

を
つ
く
る
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
（
パ
ネ
ル
）
と
、

発
電
し
た
電
力
（
直
流
）
を

家
庭
で
使
え
る
電
力（
交
流
）

に
変
換
す
る
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
性
能
が

ア
ッ
プ
し
た
こ
と
が
大
き
い

よ
う
で
す
。 

特
に
、
パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
電
力

変
換
効
率
は
九
八
％
近
く
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
気
に
な
る
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
回
収
で
す

が
、
こ
れ
は
売
電
に
よ
る
光

熱
費
削
減
効
果
に
加
え
、
前

述
の
パ
ネ
ル
性
能
と
電
力
変

換
効
率
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
従

来
は
平
均
二
〇
年
近
く
か

か
っ
た
も
の
が
現
在
は
十
三

〜
十
五
年
で
回
収
で
き
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
、
こ
れ
か
ら
の
オ
ー
ル
電

化
に
は
太
陽
光
発
電
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
り

ま
す
。
新
築
・
既
築
を
問
わ

ず
、
ア
フ
タ
ー
で
も
太
陽
光

発
電
を
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
発
電
は
お
客
さ
ま
に

喜
ば
れ
る
だ
け
で
な
く
、
工

務
店
さ
ま
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
一
役
買
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

そ
し
て
、
躍
進
で
は
来
年

よ
り
、
太
陽
光
発
電
普
及
を

一
つ
の
柱
と
し
て
本
格
的
に

推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

向上向上向上 魅力魅力魅力

躍進では
本格的に「太陽光発電」オール電化を推進します。

躍進では
本格的に「太陽光発電」オール電化を推進します。

とエコ意識の 売電の

オ
ー
ル
電
化
住
宅

の
標
準
仕
様
に
し

よ
う
と
い
う
動
き

が
活
発
化
し
て
お

り
ま
す
。

そ
の
理
由
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
前
述

の
通
り
、
お
客
さ

ま
の
エ
コ
意
識
の

高
ま
り
に
加
え
、

太
陽
光
か
ら
電
気
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床下の除湿器が有効
第3回
第4回
第5回

床下の結露

これから訪れる「本格的エコ住宅時代」には
太陽光発電は必需品

第24回
アフター＆リフォーム

「太陽光発電」
オール電化

新 躍進の でグレードアップと差別化を図る

太
陽
光
発
電
の
一
番
大
き

な
魅
力
は
、
ズ
バ
リ
売
電
で

す
。一

つ
例
を
挙
げ
る
と
、
東

京
電
力
の
場
合
、
一
kW
あ
た

り
の
売
電
単
価
（
税
込
み
）

は
一
七
・
八
七
〜
三
二
・
四

八
円
で
す
。

平
均
年
間
発
電
量
は
設
置

の
場
所
、
方
位
、
傾
斜
角
度

な
ど
の
設
置
条
件
や
気
象
条

件
に
よ
り
変
化
し
ま
す
が
一

般
的
に
一
kW
あ
た
り
、
約
九

〇
〇
〜
一
一
〇
〇
kWh
／
年
と

し
ま
す
。

電
灯
契
約
も
「
従
量
電
灯

契
約
」「
時
間
帯
別
電
灯
契

約
」「
オ
ー
ル
電
化
＋
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
＋
Ｉ
Ｈ
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
最
も
節
電
効

果
の
高
い
「
季
節
別
時
間
帯

別
電
灯
（
電
化
上
手
）」
と

太
陽
光
発
電
を
組
み
合
わ
せ

た
場
合
、
単
純
計
算
（
発
電

し
た
電
気
を
す
べ
て
売
電
し

た
場
合
）
で
約
二
八
・
〇
七

円
（
税
込
単
価
）
×
一
kW
（
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
）
×
九

〇
〇
〜
一
一
〇
〇
kWh
／
年

（
平
均
年
間
発
電
量
）=

約

二
万
五
二
〇
〇
〜
三
万
八
〇

〇
円
（
年
間
）
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
十
二
で
割
る
と
一
カ

月=

一
kW
あ
た
り
約
二
一

〇
〇
〜
二
五
六
〇
円
（
月
平

均
）
と
な
り
ま
す
。
一
般
的

に
三
kW
の
シ
ス
テ
ム
で
発
電

量
の
約
五
四
％
を
売
電
し
、

残
り
四
六
％
は
自
家
消
費
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
家
消
費
さ

れ
る
分
を
節
約
、
更
に
時
間

帯
別
の
料
金
シ
ス
テ
ム
を
上

手
に
活
用
す
る
こ
と
で
予
想

以
上
の
経
済
効
果
を
発
揮
す

る
の
で
す
。

ま
た
、
家
庭
用
太
陽
光
発

電
に
関
す
る
国
の
補
助
金

が
、
補
正
予
算
や
来
年
度
概

算
要
求
に
盛
り
込
ま
れ
る
な

ど
、
家
庭
用
太
陽
光
発
電
を

設
置
し
や
す
い
環
境
が
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
に
太
陽
光
発

電
を
設
置
し
て
い
る
一
般

ユ
ー
ザ
ー
約
二
〇
〇
〇
人
が

加
盟
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
太
陽
光
発

電
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
東
京
・

文
京
区　

略
称
「
Ｐ
Ｖ

－

Ｎ

ｅ
ｔ
」）
は
「
工
務
店
も
太

陽
光
発
電
の
正
し
い
情
報
を

得
て
、
家
を
建
て
る
人
の
選

択
肢
を
広
げ
て
欲
し
い
」
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｖ

－

Ｎ
ｅ
ｔ
に
よ
る
と

「
新
築
す
る
際
に
『
太
陽
光

発
電
を
入
れ
た
い
』
と
工
務

店
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
あ

ま
り
積
極
的
に
勧
め
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。

こ
う
し
た
場
合
、
ユ
ー

ザ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
環
境
意

識
か
ら
設
置
を
考
え
た
時
、

後
付
で
太
陽
光
発
電
を
設
置

す
る
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。さ

ら
に
Ｐ
Ｖ

－

Ｎ
ｅ
ｔ
で

は
「
新
築
の
際
に
設
置
で
き

れ
ば
雨
漏
り
の
心
配
が
な
く
、

後
付
よ
り
安
く
設
置
で
き
る

は
ず
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
設
置
事
業
者
の
多

く
が
零
細
電
気
工
事
業
者
で

あ
る
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て

は
廃
業
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
「
地
域
の
工
務
店
が

関
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
、
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
の
面
な
ど
で
安
心

で
き
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

太
陽
光
発
電
導
入
の
き
っ

か
け
と
し
て
最
も
有
効
な
補

助
金
復
活
に
加
え
、
各
企
業

の
開
発
競
争
も
活
発
化
し
て

い
る
た
め
、
導
入
コ
ス
ト
が

下
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

と
い
い
ま
す
。

原
料
高
の
影
響
で
電
気
代

も
値
上
が
り
す
る
見
通
し
の

た
め
、
経
済
面
か
ら
も
、
今

後
、
太
陽
光
発
電
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
を
既
に
設
置

し
て
い
る
人
や
設
置
希
望
者

の
ほ
と
ん
ど
が
、
環
境
問
題

へ
の
意
識
が
高
い
方
ば
か
り

で
す
。
そ
の
た
め
「
買
い
控

え
し
て
い
た
人
も
条
件
が
整

え
ば
設
置
す
る
。
今
後
、
さ

ら
に
利
用
者
が
増
え
る
だ
ろ

う
」
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
導
入
の
き
っ
か

け
に
は
各
種
補
助
金
を
活
用

す
る
の
が
有
効
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

一
〇
月
に
成
立
し
た
補
正

予
算
で
も
、
経
済
産
業
省
関

連
の
四
八
四
一
億
円
の
う
ち
、

住
宅
太
陽
光
発
電
導
入
支
援

対
策
補
助
金
と
し
て
九
〇
億

円
が
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
埼
玉
県
、
東
京
都
、

千
葉
県
で
も
、
各
市
区
町
村

単
位
で
太
陽
光
発
電
導
入
に

関
す
る
補
助
や
融
資
斡
旋
、

利
子
補
給
、
信
用
保
証
料
補

給
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す

（
太
陽
光
発
電
協
会　

Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ａ　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝h

ttp
://

w
w
w
.jp
ea.g
r.jp
/

参
照
）。

こ
れ
か
ら
の
オ
ー
ル
電
化

住
宅
は
、
よ
り
「
エ
コ
」
で

あ
る
べ
き
で
す
。
太
陽
光
発

電
も
も
は
や
「
エ
コ
の
必
需

品
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

一
面
で
も
ご
案
内
し
た
と

お
り
、
躍
進
は
来
年
よ
り
、

太
陽
光
発
電
普
及
を
本
格
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
は
「
工
務
店

に
太
陽
光
設
置
を

期
待
し
て
い
る
」

導
入
コ
ス
ト
が

下
が
る
と
さ
ら
に

注
目
度
が
増
す

設計事業

不動産事業

不動産の資産価値を高めるための
総合プロデュースを担う

キーワードは「再活」
（再生・活用）

〒337-0043　埼玉県さいたま市見沼区中川244-4
TEL048（688）6111　FAX048（680）7615株式会社ヤクシンジャパン

○不動産売買・仲介
・リニューアル（プランニング・施工）
○不動産再活（再生・活用）
○コンサルティング業務
目的：資産価値の最大化、相続対策、
資産運用、事業継承対策、Ｍ＆Ａ、住
宅ローンアドバイザー、不動産管理
○ファイナンシャルプランニング
○提携先
弁護士、公認会計士、税理士、司法
書士、ファイナンシャルプランナー（Ｃ
ＦＰ、ＡＦＰ）

○設計
○商業施設・プロデュース
○インテリアコーディネーター
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い
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　秋野弁護士の新刊 

「住宅建築のトラブル回避＆解決」 
　好評発売中　　　￥1600（税込） ！！ 

（独）
建
築
研
究
所
は
十
一
月

十
九
日
、
国
土
交
通
省
が
実

施
す
る
「
超
長
期
住
宅
先
導

的
モ
デ
ル
事
業
」
の
平
成
二

十
年
度
第
二
回
募
集
に
つ
い

て
評
価
を
終
了
し
、
そ
の
結

果
を
公
表
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
第
二
回
提

案
募
集
は
、
第
一
回
と
同
様

に
「
住
宅
の
新
築
」、「
既
存

住
宅
等
の
改
修
」、「
維
持
管

理
・
流
通
等
の
シ
ス
テ
ム
の

整
備
」、「
技
術
の
検
証
」、「
情

報
提
供
及
び
普
及
」
の
部
門

を
設
け
、
平
成
二
十
年
八
月

一
日
か
ら
九
月
十
二
日
ま
で

の
期
間
で
公
募
が
行
わ
れ
、

第
一
回
応
募
の
半
分
強
に
当

た
る
三
二
五
件
の
応
募
を
得

ま
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
適
切

で
あ
る
と
判
断
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
提
案
者
）
の
数

は
四
八
件
。
部
門
毎
の
件
数

は
「
住
宅
の
新
築
」
二
九
件

（
戸
建
二
六
件
、
共
同
住
宅

三
件
）、「
既
存
住
宅
等
の
改

修
」
七
件
、「
維
持
管
理
・

流
通
等
の
シ
ス
テ
ム
の
整

備
」
八
件
、「
技
術
の
検
証
」

二
件
、「
情
報
提
供
及
び
普

及
」二
件
。
応
募
の
内
訳
は
、

「
住
宅
の
新
築
」
部
門
が
全

体
の
四
分
の
三
を
占
め
、
特

に
戸
建
て
住
宅
が
多
数
を
占

め
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
と
し
て
の
提
案
が
前
回
よ

り
も
増
加
し
ま
し
た
。

「
住
宅
の
新
築
」、「
既
存
住

宅
等
の
改
修
」
部
門
に
お
け

る
主
な
個
別
項
目
の
概
評
は

以
下
の
通
り
で
す
。

「
構
造
躯
体
の
耐
久
性
」
で

は
、 

耐
久
性
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
基
礎
や
外
壁
、
屋
根
、

庇
等
に
お
い
て
万
遍
な
く
総

合
的
な
対
策
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
総
合
的

に
耐
久
性
向
上
対
策
を
行
っ

て
い
る
提
案
は
、
優
位
に
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

「
住
宅
の
耐
震
性
」
で
は
、

〈
木
造
・
新
築
〉
の
場
合
、 

設
計
・
計
算
等
を
踏
ま
え
て

耐
震
性
を
確
保
し
、
そ
の
維

持
管
理
ま
で
を
き
ち
ん
と
行

う
と
い
う
提
案
が
優
位
に
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
基

礎
や
軸
組
断
面
の
拡
大
等
、

特
定
の
部
分
の
み
強
化
す
る

工
法
や
建
材
等
に
の
み
頼
る

よ
う
な
耐
震
性
向
上
に
つ
い

て
は
、
そ
の
点
だ
け
で
は
評

価
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
伝
統
的
工
法
の
特

徴
を
活
か
し
な
が
ら
、
現
在

の
水
準
を
満
た
す
よ
う
に
工

夫
す
る
提
案
は
、
優
位
に
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

〈
木
造
・
既
存
改
修
〉
の
場

合
、
部
分
的
な
改
修
に
と
ど

ま
ら
ず
、
劣
化
状
況
の
改
善

か
ら
、
基
礎
、
壁
、
床
等
の

住
宅
全
体
を
き
ち
ん
と
現
在

の
水
準
に
合
う
よ
う
に
耐
震

補
強
を
行
う
提
案
が
優
位
に

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」
で

は
、
複
数
の
技
術
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
期
待
で
き

る
提
案
や
居
住
者
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識
の
継

続
が
期
待
で
き
る
提
案
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

築
時
に
高
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

性
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
自
立
循
環

や
パ
ッ
シ
ブ
等
の
設
計
手
法

に
基
づ
き
長
期
に
わ
た
り
性

能
が
確
保
さ
れ
る
提
案
で
、

か
つ
、
対
策
が
明
確
で
効
果

が
期
待
で
き
る
も
の
が
優
位

に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「
記
録
の
作
成
及
び
保
存

等
」
で
は
、
第
三
者
機
関
等

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
倒

産
時
等
に
履
歴
が
残
る
と
い

う
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
は

望
ま
し
い
方
向
性
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
提
案

は
多
数
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
当
事
者
が
単
に
他
社
の

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
と
い

う
だ
け
で
は
優
位
な
評
価
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

超長期住宅先導的モデル事業認定プロジェクト一覧
「住宅の新築（戸建）部門」

プロジェクト名 提案者（代表者）

長期利用支援住宅（セキスイハイム・ツーユー
ホーム・セキスイハイムシェダン・明石 / 高丘
分譲プロジェクト )

積水化学工業㈱住宅カ
ンパニー・北海道セキ
スイハイム㈱・セキス
イハイム近畿㈱

キゴコチのいい家　シリーズBoxy ㈱三協建設

「国産自然素材無垢材の家」国産無垢材を用い
た超長期住宅事業

㈱明城

木も技も持続・循環・継承させる岩手の住まい ㈲杢創舎

東京 / 森の木の家プロジェクト 東京家づくり工務店の
会

ミサワホーム超長期住宅（育てる住まい・末永
く住み継がれる住まい・持続的まちづくりのモ
デル）

ミサワホーム㈱・ミサ
ワホーム西関東㈱

Green Avenue　日進笠寺山 トヨタすまいるライフ
㈱

家づくりサポートセンターによるユーザーと地
元工務店と共に実現する長寿命住宅

ナイス㈱

「杉三層パネルを使った地域材民家の普及事業」 ㈲エムズ建築設計事務
所

京都の環境・住まいを育てるしくみづくりプロ
ジェクト

㈱ディー・エー・シー
彩工房

『しそう杉の家』の地域ブランド化による超長
期住宅モデルの普及促進

㈱山弘

「近くの山の木で家をつくる会」・BeVStandard
超長期住宅モデルプロジェクト

町の工務店ネット

ＥＰＩＯＳ超長期住宅対応仕様 八木木材産業㈱

ポラスの超長期構法『ポラス　サステナブル　
システム』

ポラテック㈱

テクノストラクチャー　200 年リレーシステム
　強い構造体と家歴書DBで、く大切に住み継
ぐために。

パナソニック電工㈱
（旧：松下電工㈱）

木住協　ながい木の家モデル　地震に強い設
（しつらい）の家

（社）日本木造住宅産
業協会

東急ホームズ『世代を超えて住み継がれる住宅』 ㈱東急ホームズ

スウェーデンハウス「快適性が持続する家」プ
ロジェクト

スウェーデンハウス㈱

信州エコハウスシステム超長期住宅モデル 北信商建㈱

一条「夢の家」超長期モデル ㈱一条工務店

ワークショップ「き」組の家 ワークショップ「き」
組

「美しい茨城の住宅」超長期モデル 美しい茨城の住宅をつ
くる会

近鉄Air wood 超長期住宅モデルプロジェクト・
近鉄白庭台分譲住宅超長期プロジェクト

近鉄不動産住宅㈱

木造ドミノ住宅 木造ドミノ研究会

トステムコンセプトモデル　自然採暖採涼設計
の家

トステム㈱

じゆうじざい・『家族のきずなを育む家』先導
的モデル事業

㈱ひまわりほーむ

平
成
20
年
度　

第
2
回
超
長
期
住
宅
先
導
的
モ
デ
ル
事
業
評
価
結
果

応募総数
325件から

住
宅
の
新
築（
戸
建
）は
26
件
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躍進では数々の商品を常時取り揃えております お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
下
さ
い
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■防　水
■木材保存
■外壁・屋根
■塗　装
■地盤調査・改良
■基礎・スーパーエアドーム工法
■建て方・大工
■リニューアル・リフォーム

工事事業

■プレカット事業
■建て方
■大工工事

プレカット事業

■タイル
■石
■手摺り
■ガラス

建材事業

■セキュリティ-マイロック
■生ごみ処理機（ディスポーザー）
■家庭用浴水循環浄化システム
■浄・活水器

販売事業

■建築石材
■タイル
■洗面浴室製品
■木製フローリング
■木製建具
■家　具
■キッチン

輸入事業

■設　計
■商業施設
■インテリアコーディネーター

設計事業

関連会社 （株）ヤクシンジャパン

■不動産売買・仲介
■不動産再活（再生・活用）・リニューアル（プランニング・施工）
■ファイナンシャルプランニング
■コンサルティング業務
 目的／資産価値の最大化／相続対策／資産運用

 ／事業継承対策／Ｍ＆Ａ／住宅ローンアドバイザー
 ／不動産管理
■提携先
　弁護士／公認会計士／税理士／司法書士／
　ファイナンシャルプランナー（ＣＦＰ・ＡＦＰ）

不動産事業

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
や
円

高
、
石
油
価
格
の
高
留
ま
り

な
ど
厳
し
い
環
境
の
影
響

で
、
土
地
や
建
物
の
値
動
き

は
、
来
年
の
三
月
ま
で
は
右

肩
下
が
り
が
否
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
駅
か
ら
近
い
、

環
境
が
良
い
な
ど
、
優
良
な

土
地
物
件
は
値
下
が
り
率
も

低
く
そ
の
資
産
価
値
に
あ
ま

り
変
化
が
な
い
た
め
、
一
時

的
な
評
価
に
振
り
回
さ
れ

ず
、
積
極
的
に
優
良
物
件
の

取
得
に
努
め
る
べ
き
で
す
。

だ
か
ら
今
は
、
そ
の
良
い
土

地
の
買
い
時
な
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
良
い
建
物
に
つ

い
て
も
同
じ
で
す
。
し
か
し

今
後
は
、特
に
住
宅
の
場
合
、

築
年
数
や
立
地
だ
け
で
な

く
、
素
材
や
基
礎
な
ど
の
基

本
性
能
に
加
え
、
建
て
た
後

の
維
持
管
理
が
き
ち
ん
と
な

さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
評

価
が
変
っ
て
い
く
と
お
も
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
国
が
進
め

て
い
る
長
期
優
良
住
宅
の
資

産
評
価
の
根
拠
に
な
る
の
で

す
。
こ
う
し
た
流
れ
は
今
後

の
住
宅
業
界
の
本
流
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
不
動
産
鑑
定
士
の

業
務
は
多
岐
に
亘
り
ま
す
。

主
体
と
な
る
の
は
「
売
買

の
た
め
の
鑑
定
評
価
」で
す
。

売
手
に
と
っ
て
適
正
な
売
却

価
格
を
決
定
す
る
際
の
資
料

を
作
成
し
た
り
、
買
手
が
提

示
価
格
の
妥
当
性
を
確
か
め

る
た
め
の
鑑
定
を
し
た
り
、

不
動
産
に
「
値
段
」
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

さ
ら
に
「
賃
貸
借
の
た
め

の
値
段
付
け̶

鑑
定
評
価
」

も
行
い
ま
す
。
賃
貸
店
舗
や

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る

適
正
賃
料
の
算
定
を
は
じ

め
、
賃
貸
借
契
約
の
更
新
に

際
し
、
地
代
や
家
賃
を
適
正

な
水
準
に
改
定
す
る
場
合
、

さ
ら
に
借
地
、
借
家
に
関
す

る
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
鑑
定
評

価
書
が
必
要
な
場
合
に
評
価

書
も
作
成
し
ま
す
。 

今
後
特
に
求
め
ら
れ
る
業

務
と
し
て
「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
」
が
あ
り
ま
す
。
所
有

不
動
産
の
最
も
効
率
的
な
利

用
方
法
、
運
用
方
法
等
に
つ

い
て
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
の
で
す
。 

こ
れ
ま
で
工
務
店
の
み
な

さ
ま
に
は
、
①
不
動
産
を
担

保
に
す
る
と
き　

②
相
続
な

ど
で
適
正
な
価
格
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
き 

③
課
税
上
の
不
服
申
立
や
裁

判
資
料
と
し
て
必
要
な
と
き 

④
補
償
の
た
め
の
鑑
定
評
価

が
必
要
な
と
き　

⑤
地
価
公

示
、
地
価
調
査
、
相
続
路
線

価
評
価
、
固
定
資
産
税
評
価

が
知
り
た
い
と
き
な
ど
に
、

よ
く
私
ど
も
不
動
産
鑑
定
士

を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。
特
別
な
例
で
は
、

会
社
合
併
時
の
評
価
換
え
、

固
定
資
産
の
評
価
換
え
等
の

企
業
会
計
処
理
の
た
め
の
鑑

定
評
価
で
も
ご
利
用
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
。 

ヤ
ク
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん

が
手
が
け
て
い
る
不
動
産
の

再
生
・
活
用
な
ど
で
は
、
一

戸
建
て
ば
か
り
を
扱
う
わ
け

で
は
な
い
の
で
、「
共
同
ビ

ル
の
権
利
調
整
や
再
開
発
関

連
の
調
整
業
務
」
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
も
不
動
産
鑑

定
士
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

さ
ら
に
不
動
産
を
整
理
す
る

こ
と
に
な
っ
た
場
合「
清
算
、

公
売
の
た
め
の
鑑
定
評
価
」

も
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
土

地
・
建
物
以
外
に
資
産
価
値

を
持
つ
生
産
設
備
を
所
有
し

て
い
る
工
場
財
団
な
ど
の
評

価
の
場
合
は
、
機
械
設
備
を

含
む
工
場
の
土
地
・
建
物
を

担
保
提
供
す
る
と
き
の
鑑
定

評
価
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
今
後
は
不
動
産

鑑
定
士
の
仕
事
で
も
、
住
宅

を
対
象
と
し
た
も
の
が
多
く

な
っ
て
い
き
、
国
は
長
期
優

良
住
宅
施
策
を
踏
ま
え
た
新

た
な
判
定
基
準
を
つ
く
る
と

思
い
ま
す
。
従
来
の
築
年
数

や
立
地
に
加
え
、デ
ザ
イ
ン
、

機
能
、
性
能
、
維
持
管
理
手

法
な
ど
を
判
断
基
準
に
し
て

お
か
な
い
と
、
本
当
の
長
期

優
良
住
宅
の
実
現
と
中
古
住

宅
の
流
通
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。

工
務
店
の
み
な
さ
ま
が
、

土
地
建
物
の
多
面
的
な
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
っ
て
い
く

に
は
、
専
門
業
者
で
あ
る
ヤ

ク
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
と
私

た
ち
不
動
産
鑑
定
士
の
力
が

絶
対
に
必
要
で
す
。
こ
の
タ

イ
ト
ル
で
あ
る
「
不
動
産
鑑

定
士
か
ら
見
た
資
産
価
値

ア
ッ
プ
」
の
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
は
私
た
ち
の
活
用
に
他
な

ら
な
い
の
で
す
。
ぜ
ひ
専
門

家
の
知
恵
を
ご
利
用
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
さ
ま
ざ
ま
な
お
問
い
合
わ

せ
は
㈱
ヤ
ク
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン

ま
で
お
気
軽
に
。℡
〇
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八
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八
・
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〈
こ
ば
や
し
た
か
と
し　

㈱

浦
和
鑑
定
代
表
取
締
役
〉

資産価値
不動産鑑定士から見た不動産鑑定士から見た

最終回＝連載＝

専門家の利用こそ
が最良の手法

新
し
い
基
準
に

よ
り
長
期
優
良
住

宅
が
評
価
さ
れ
る


